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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年６月期第３四半期 1,040 7.5 △239 － △232 － △176 －

2025年６月期第３四半期 967 20.4 △242 － △257 － △194 －

（注）包括利益 2026年６月期第３四半期 △176百万円（－％） 2025年６月期第３四半期 △194百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年６月期第３四半期 △29.95 －

2025年６月期第３四半期 △32.99 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年６月期第３四半期 3,456 2,617 75.7

2025年６月期 3,688 2,775 75.3

（参考）自己資本 2026年６月期第３四半期 2,617百万円 2025年６月期 2,775百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年６月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2026年６月期 － 0.00 －

2026年６月期（予想） 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,655 37.9 278 144.9 274 168.8 172 185.9 29.32

１．2026年６月期第３四半期の連結業績（2025年７月１日～2026年３月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年６月期の連結業績予想（2025年７月１日～2026年６月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年６月期３Ｑ 5,905,500株 2025年６月期 5,890,600株

②  期末自己株式数 2026年６月期３Ｑ 985株 2025年６月期 970株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年６月期３Ｑ 5,898,001株 2025年６月期３Ｑ 5,885,104株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  -社  （社名）-、除外  -社  （社名）-

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判 

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々 

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意 

事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、イラン情勢の悪化による中東の不安定化、ウクライナ紛争の長

期化、米中間の貿易摩擦の激化など、複数の地政学リスクが進行しており、先行き不透明な状況が続いておりま

す。国内経済においては、これまで穏やかな回復基調で推移していたものの、原油価格の高騰に伴う燃料価格の上

昇、日中関係の悪化による訪日中国人客の減少、自動車関連を中心とした中東向け輸出の減少など、国内景気にお

いても下振れリスクが顕在化しつつあります。

このような事業環境のもと、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高1,040,659千円（前年同四

半期比7.5％増）、営業損失239,737千円（前年同四半期は242,310千円の損失）、経常損失232,490千円（前年同四

半期は257,352千円の損失）、親会社株主に帰属する四半期純損失176,635千円（前年同四半期は194,152千円の損

失）となりました。

セグメントの経営成績は、次の通りであります。

（オプティカル事業）

当第３四半期連結累計期間は、国内、中国、台湾のアジア市場向けと欧州向けの案件が中心となり売上に寄与い

たしました。当第３四半期におきましては、特に国内の放射光施設向けの出荷が多く、国別売上比率は国内が５割

を超える水準に至っており、当第３四半期の売上を牽引いたしました。国内市場は、SPring-8ではアップグレード

を控え、NanoTerasuでは順調に運営が進んでいることから、今後も安定的な成長を見込んでおります。利益面にお

きましては高採算品の出荷が貢献し、前年同四半期と比較した売上総利益率は改善いたしました。

受注活動については、新設計画を進める中国上海のⅩ線自由電子レーザー施設（SHINE）に赴き、同施設の計画

進捗と同施設向け高精度ミラーの製造進捗について相互に共有を図り、今後の発展計画について協議を行ってまい

りました。同じような状況にある北京と合肥の放射光施設（HEPS、HALF）および深圳の自由電子レーザー施設

（IASF）においても、順次訪問を計画しており、活発な拡販活動を進めてまいります。また欧州市場においては、

これまで大阪大学と共同で世界に先駆けて開発・実装してきた光学系（AdvancedKBミラー）の性能が試用を通して

高く評価され、アジア地域以外の市場において初の受注獲得に至りました。本光学系は、多くの施設が移行を計画

する第４世代との親和性が高く、市場における需要の大幅な拡大を見込んでおり、積極的な受注活動を図ってまい

ります。

以上の結果、売上高は715,361千円（前年同四半期比23.0％増）、セグメント利益は244,685千円（前年同四半期

比77.7％増）となりました。

（ライフサイエンス・機器開発事業）

当第３四半期連結累計期間のライフサイエンス・機器開発事業の売上は、ライフサイエンス関連では３次元回

転浮遊培養装置「CellPet®」の好調な受注・売上に加え、既納入の自動細胞培養装置の保守や消耗品の販売が順

調で、ほぼ計画通りの販売実績に至りました。一方、機器開発関連ではプラズマ援用研磨装置（PAP）や電気化学

機械的研磨装置（ECMP）の引合いや試作依頼は活発なものの、受注・売上には至りませんでしたが、放射光施設

向けの真空ダクトやその他自動化装置の販売実績があり、ライフサイエンス・機器開発事業としては期初計画を

上回る売上を達成することができました。反面、利益面につきましては研究開発費を中心とした販管費の増加に

伴い、前年同四半期と比較したセグメント損失は拡大いたしました。

ライフサイエンス・機器開発事業の重点新規事業分野として、各半導体材料を主たる対象としたナノ表面加工

技術であるプラズマ化学気相加工法（PCVM）、プラズマ援用研磨法（PAP）、触媒基準エッチング法（CARE）、電気

化学機械研磨法（ECMP）による表面加工装置の開発、製品化、販売活動を引き続き推進しております。

特に昨今の地政学的事情等によるSiCウェハー、デバイスの国内回帰、ダイヤモンド基板、デバイスの日米間の

コラボレーションを受けて、業界の再編やベンチャー企業の台頭が盛んになっており、これらを背景にしたPAPや

ECMPに対する期待の高まりを受け、試作テストの依頼が増大しています。PAPとECMPはともに次世代のパワーデバ

イス用の基板、データーセンター等の高出力デバイスの基板やヒートスプレッダー、量子デバイス用の基板とし

て注目されており、今後大きな市場を形成するものと予想されることから、更なる技術力と販売体制の強化に努

めてまいります。

ライフサイエンス関連の市場動向として、他社において再生医療等製品２製品が期限付きで承認されるなど、

再生医療市場は活性化しつつあります。加えて働き方改革、動物実験禁止の世界的潮流は、自動細胞培養装置に

とって追い風の環境となっております。「MakCell®」をはじめとする汎用型の自動細胞培養装置による新規市場開

拓だけでなく、市場ニーズが高まっている超大型・全自動の細胞培養システムの市場サーベイを実施し、受注拡
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大にも注力していきます。また、競争的資金活用により成果の出た“単核球分離装置”の実用化、事業化を加速

していきます。

以上の結果、売上高は131,054千円（前年同四半期比23.8％増）、セグメント損失は82,697千円（前年同四半期

は79,613千円の損失）となりました。

（その他事業）

その他事業は子会社の電子科学株式会社であり、同社の売上構成は、装置販売（TDS：昇温脱離分析装置）、装

置のメンテナンス業務、受託分析業務の３つに分かれます。その他事業におきましては、第３四半期会計期間に

おいて装置メンテナンス及び受託分析が堅調に推移したものの、主力製品である「ESCO-TDS1200Ⅱ IR」の販売が

国内顧客向け1台のみの実績に留まりました。加えて原材料価格の上昇等による売上総利益率の低下もあり、セグ

メント損失は拡大いたしました。

重点施策については、外注生産の本格稼働によるリソース最適化を進め、研究開発体制を強化しております。

今年度より本格稼働を開始しました外注生産の活用によって、社内リソースをより付加価値の高い研究開発や装

置メンテナンス事業へ割り当てる体制が実現出来ました。また半導体分野では戦略的製品の開発を最優先で進め

ており、高精度温度測定装置「ESCO-TDS1200Ⅱ IR BGM」の開発機が完成し、この成果を国内外の学会で発表する

ことになりました。また、金属材料部品メーカーでの品質管理に用いることにフォーカスした「ESCO-TDS600 IR 

H2」や水素脆化研究、新材料開発向けのハイエンド水素分析装置「ESCO-TDS-100 Cryo H2」などの新製品につい

て、来年度中の販売開始を目指して開発を進めております。

以上の結果、売上高は194,242千円（前年同四半期比30.8％減）、セグメント損失は51,976千円（前年同四半期

は1,625千円の損失）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は1,532,482千円となり、前連結会計年度末に比べ407,152千円

減少いたしました。これは主に仕掛品が128,822千円増加した一方で、売掛金が379,829千円及び現金及び預金が

258,161千円減少したことによるものであります。固定資産は1,924,504千円となり、前連結会計年度末に比べ

176,007千円増加いたしました。これは主に建設仮勘定が93,157千円及び繰延税金資産が57,901千円増加した一方

で、のれんが31,787千円及び建物及び構築物が26,230千円減少したことによるものであります。

以上の結果、総資産は3,456,986千円となり、前連結会計年度末に比べ231,145千円減少いたしました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は478,189千円となり、前連結会計年度末に比べ14,848千円減少

いたしました。これは主にその他が35,386千円増加した一方で、未払法人税等が28,379千円及び契約負債が

22,591千円減少したことによるものであります。固定負債は361,656千円となり、前連結会計年度末に比べ57,910

千円減少いたしました。これは主に長期借入金が56,592千円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は839,846千円となり、前連結会計年度末に比べ72,758千円減少いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は2,617,140千円となり、前連結会計年度末に比べ158,386千

円減少いたしました。これは資本金及び資本準備金がそれぞれ9,133千円増加した一方で、利益剰余金が176,635

千円減少したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ258,161千円減少し、454,218千円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は41,181千円（前年同四半期は60,766千円の獲得）となりました。これは主に、

税金等調整前四半期純損失230,977千円の計上及び棚卸資産の増加206,944千円による支出があった一方で、売上

債権の減少366,079千円、減価償却費89,401千円及びのれん償却額31,787千円による収入があったことによるもの

であります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は234,223千円（前年同四半期は40,701千円の使用）となりました。これは主に、

有形固定資産の取得による支出219,103千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は65,756千円（前年同四半期は58,374千円の使用）となりました。これは、主に

長期借入金の返済による支出56,592千円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、2025年８月13日の「2025年６月期　決算短信」にて公表いたしました通期の業績予

想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2025年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2026年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 712,379 454,218

電子記録債権 － 13,750

売掛金 690,086 310,256

商品及び製品 89,356 165,251

仕掛品 205,334 334,157

原材料及び貯蔵品 110,135 112,362

その他 134,945 145,089

貸倒引当金 △2,604 △2,604

流動資産合計 1,939,634 1,532,482

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 700,828 674,597

機械装置及び運搬具（純額） 208,806 216,208

土地 340,429 340,429

リース資産（純額） 44,550 46,279

建設仮勘定 71,101 164,259

その他（純額） 12,234 22,500

有形固定資産合計 1,377,950 1,464,275

無形固定資産

のれん 264,893 233,106

その他 3,178 2,659

無形固定資産合計 268,072 235,766

投資その他の資産

投資有価証券 27,751 43,851

繰延税金資産 55,152 113,054

その他 19,569 67,556

投資その他の資産合計 102,474 224,462

固定資産合計 1,748,497 1,924,504

資産合計 3,688,131 3,456,986

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
（2025年６月30日）

当第３四半期連結会計期間
（2026年３月31日）

負債の部

流動負債

買掛金 61,188 55,625

１年内返済予定の長期借入金 75,456 75,456

リース債務 10,692 12,623

未払法人税等 28,379 －

契約負債 175,889 153,298

賞与引当金 29,744 39,359

受注損失引当金 10,756 5,509

その他 100,931 136,318

流動負債合計 493,038 478,189

固定負債

長期借入金 371,051 314,459

リース債務 38,313 36,892

役員退職慰労引当金 1,650 1,650

退職給付に係る負債 593 679

その他 7,959 7,975

固定負債合計 419,566 361,656

負債合計 912,604 839,846

純資産の部

株主資本

資本金 847,148 856,282

資本剰余金 807,141 816,275

利益剰余金 1,121,857 945,222

自己株式 △621 △640

株主資本合計 2,775,527 2,617,140

純資産合計 2,775,527 2,617,140

負債純資産合計 3,688,131 3,456,986
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2025年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年７月１日

至　2026年３月31日）

売上高 967,828 1,040,659

売上原価 393,755 398,990

売上総利益 574,073 641,668

販売費及び一般管理費 816,383 881,406

営業損失（△） △242,310 △239,737

営業外収益

受取利息 391 1,254

受取保険金 328 －

為替差益 － 3,885

受取出向料 2,421 2,278

投資事業組合運用益 － 1,160

その他 604 2,469

営業外収益合計 3,745 11,047

営業外費用

支払利息 3,373 3,785

為替差損 14,802 －

投資事業組合運用損 612 －

その他 － 15

営業外費用合計 18,788 3,800

経常損失（△） △257,352 △232,490

特別利益

固定資産売却益 200 1,590

特別利益合計 200 1,590

特別損失

固定資産除却損 807 76

減損損失 21 －

特別損失合計 828 76

税金等調整前四半期純損失（△） △257,981 △230,977

法人税、住民税及び事業税 14,842 3,559

法人税等調整額 △78,671 △57,901

法人税等合計 △63,828 △54,341

四半期純損失（△） △194,152 △176,635

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △194,152 △176,635

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2025年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年７月１日

至　2026年３月31日）

四半期純損失（△） △194,152 △176,635

四半期包括利益 △194,152 △176,635

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △194,152 △176,635

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年７月１日

至　2025年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年７月１日

至　2026年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △257,981 △230,977

減価償却費 85,268 89,401

減損損失 21 －

のれん償却額 31,787 31,787

受注損失引当金の増減額（△は減少） 3,320 △5,247

賞与引当金の増減額（△は減少） 12,701 9,614

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 87 86

投資事業組合運用損益（△は益） 612 △1,160

受取利息及び受取配当金 △391 △1,254

支払利息 3,373 3,785

固定資産除却損 807 76

売上債権の増減額（△は増加） 420,257 366,079

棚卸資産の増減額（△は増加） △208,230 △206,944

前払費用の増減額（△は増加） 1,678 △10,722

仕入債務の増減額（△は減少） 22,645 △5,562

未払費用の増減額（△は減少） △24,627 △27,374

契約負債の増減額（△は減少） 37,113 △22,591

その他 4,789 91,766

小計 133,233 80,763

利息及び配当金の受取額 391 1,254

利息の支払額 △3,478 △3,842

法人税等の支払額 △69,379 △36,993

営業活動によるキャッシュ・フロー 60,766 41,181

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △39,776 △219,103

投資有価証券の取得による支出 － △15,000

その他 △925 △120

投資活動によるキャッシュ・フロー △40,701 △234,223

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △56,592 △56,592

その他 △1,782 △9,164

財務活動によるキャッシュ・フロー △58,374 △65,756

現金及び現金同等物に係る換算差額 △474 637

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △38,783 △258,161

現金及び現金同等物の期首残高 610,230 712,379

現金及び現金同等物の四半期末残高 571,446 454,218

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額（注）1
四半期連結損
益計算書計上
額（注）2

オプティカル
事業

ライフサイエ
ンス・機器開

発事業
その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 581,677 105,899 280,251 967,828 － 967,828

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － 330 330 △330 －

計 581,677 105,899 280,581 968,158 △330 967,828

セグメント利益又は損失

（△）
137,723 △79,613 △1,625 56,484 △298,794 △242,310

（単位：千円）

報告セグメント

調整額（注）1
四半期連結損
益計算書計上
額（注）2

オプティカル
事業

ライフサイエ
ンス・機器開

発事業
その他事業 計

売上高

外部顧客への売上高 715,361 131,054 194,242 1,040,659 － 1,040,659

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 715,361 131,054 194,242 1,040,659 － 1,040,659

セグメント利益又は損失

（△）
244,685 △82,697 △51,976 110,010 △349,748 △239,737

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

　　　　【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年７月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費及び研究開発費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年７月１日　至　2026年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「調整額」の区分は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しな

い一般管理費及び研究開発費等であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2025年９月29日開催の取締役会決議に基づき、2025年10月28日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式発

行を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において資本金及び資本剰余金がそれぞれ9,133千円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において資本金が856,282千円、資本剰余金が816,275千円となっております。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（単位：千円）

報告セグメント

合計
オプティカル事業

ライフサイエンス・

機器開発事業
その他事業

光学ミラー・部品類 579,432 - - 579,432

ライフサイエンス汎用機類 - 35,864 - 35,864

機器開発 - 60,035 - 60,035

ＴＤＳ - - 186,589 186,589

その他 2,245 10,000 93,662 105,907

顧客との契約から生じる収益 581,677 105,899 280,251 967,828

外部顧客への売上高 581,677 105,899 280,251 967,828

（単位：千円）

報告セグメント

合計
オプティカル事業

ライフサイエンス・

機器開発事業
その他事業

光学ミラー・部品類 669,789 － － 669,789

ライフサイエンス汎用機類 － 65,472 － 65,472

機器開発 － 24,702 － 24,702

ＴＤＳ － － 57,360 57,360

その他 45,571 40,880 136,882 223,333

顧客との契約から生じる収益 715,361 131,054 194,242 1,040,659

外部顧客への売上高 715,361 131,054 194,242 1,040,659

（収益認識関係に関する注記）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自　2024年７月１日　至　2025年３月31日）

当第３四半期連結累計期間（自　2025年７月１日　至　2026年３月31日）
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年５月13日

株式会社ジェイテックコーポレーション

取締役会　御中

仰 星 監 査 法 人

大阪事務所

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 許　　　仁　九

指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 川　勝　充　樹

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社ジェイテックコーポレーションの2025年７月

１日から2026年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2026年１月１日から2026年３月31日まで）及び

第３四半期連結累計期間（2025年７月１日から2026年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結

貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記につい

て期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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